


























































































    　   (a) 第一の禍いの言葉：十分の一税に優る正義と神への愛（42節）
      　 (b) 第二の禍いの言葉：名誉心（43節）
     　  (c) 第三の禍いの言葉：見えない墓（44節）
　　（４）移行句：ある律法の専門家の反論（45節）
　　（５）律法の専門家たちに対する禍いの言葉（46-52節）
    　   (a) 第一の禍いの言葉：負担の強要（46節）
     　  (b) 第二の禍いの言葉：預言者たちの墓の建造（47-48節）
　　　 (c) 神の知恵による証言とこの時代への裁きの告知（49-51節）
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結び：ルカ11:37-54の文学的機能と今日への使信
　あるファリサイ派の人物宅での会食という場面設定のもとに構成されている
この段落では、まず外的（祭儀的）な清めと内的（倫理的）な清めとの対立が
問題にされ、人間の内と外の双方を清める内的な清めが重要視され、それは施
し行為の要求へと具体化されていく。ここで展開されている祭儀的な清めの規
定に対する批判は、おそらくルカの時代の異邦人宣教と密接に関わっているの
であろう。
　ここではまた、ファリサイ派と律法学者に向けて、形式主義、名誉欲、偽善
的態度、他者への強要や妨害等に関する様々な禍いの言葉が連ねられているが、
ファリサイ派の人々に対する批判は主に清めの問題や日常的な実践に関わって
いたのに対し、律法の専門家に対する批判は総じて彼らの律法解釈や生きる姿
勢に向けられている。とはいえ、両者に対する非難の内容は厳密には区分され
ておらず、51-52節においてその対象が「この時代」に拡大されていることにも
示されているように、ルカはこれらの非難の言葉をファリサイ派と律法学者の
区別を越えて、ユダヤ教指導者のみならず、広く彼の時代のキリスト者にも向
けようとしている。
　そしてまた、ここに挙げられている禍いの言葉の内容は、今日の読者にとっ
ても決して他人ごとではない。表面だけを取り繕う中身のない振る舞いと言行
不一致、他人からの評価への過度の捕われと自己顕示欲や独善主義、責任回避
と責任転嫁、困窮する隣人に対する無関心や傲慢な態度、他人からの忠告の無
視と自己正当化等々である。あるいはまた、今日しばしば問題にされている強
者の立場にいる者（権力者）によるハラスメントの実態もまさにこれらの振る
舞いや姿勢と密接に関わっているが、現実には誰もがそのような弊に陥る危険
性をもっており、おそらく最大の問題は、これらのことを自分とはまったく無
縁な他人ごとと思いこみ、自分自身を顧みようとしない点にあるのだろう。そ
の意味でも、この禍いの言葉は現代の読者に対しても、自らのあり方を真摯に
省みるように警告している。
